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序ζ学法経学部 は,こ の11月15日 を もって,創 立 以来満40年 をむ
出発 した本学において,研 究発表の場である 『法経論集』は,創
爾 の昭和24年に法経学会が組織されたのに ともない,そ の研究
二して創刊号が刊行 された。創刊にあたって,当 時の法経学部長で
一税小岩井浄先生は,「われわれの多 くの俊秀な同僚は,あ らゆる悪
・ とにあって,な お一 日としてその学問的研究を廃さなかった。否
函難があるほど学問への情熱,新 しきアカデ ミズム建設への意欲
、:って来たのである。 こうい う精進の収穫 としてここに論集が創刊
鱈いたった」として,創 立時の会員たちの学問研究に対するひたむ




翌発表し,少 なか らず各学界に寄与 して きた。また,記 念論文集
Il年




1に あたる本年は,法 経学部か ら法学,経 済,経 営学部へ と分離
毒あの移行措置 として学科別置が認め られた年でもある。各学部へ
噺立までには
,多 くの解決すべ き問題が残 されているが,来年度か
糾と経営学科は名古屋校舎,経 済学科は豊橋校舎で学生募集を行
63年度より前者は三好校舎(仮 称)に 移転 し,教育,研 究が両
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校舎において,そ れぞれ独 自に始められる。各学部が独立 した とき,法経
学会の組織,運 営をどのよ うにすべ きか,そ れにもまして 「法経論集」 と
いう名称をどうすべきか,考 えるべ きことは多い。 しかし,形式的なこと
はともあれ,40年にわたって続けられてきた本誌の研究発表の場 として




法経学会評議員長 石 井 吉 也
2
L
